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自社の価値創造プロセスの特徴
•「事業はつねに社会と結ぶことを念頭に。
⾃分１⼈が儲けることを考えると事業はけっして⻑続きしない。
すなわち信は万事の本である」（創業者 正田貞一郎）

•創業理念にESG（S社会との
協創）が盛り込まれている。

•国内トップシェアである⼩⻨粉
・⼩⻨粉関連製品の製造・販売
を基盤として、国内における
中食市場拡大などのニーズ変化
への対応や海外成⻑地域への
進出を基本戦略としている。



1.1企業理念と経営のビジョン



1.2社会との接点



2.1市場勢力図における位置づけ
2.1.1付加価値連鎖(ﾊﾞﾘｭｰﾁｪｰﾝ)における位置づけ



2.1市場勢力図における位置づけ
2.1.2差別化要素及びその持続性



3.1ESGに対する認識



3.2主要ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰとの関係性の維持



3.3事業環境の変化リスク
3.3.1技術変化の早さとその影響
3.3.2カントリーリスク
3.3.3クロスボーダーリスク

• 国内については、⼈口減、
内食から中食・外食へのシ
フト、お客様が求める商品
の二極化（安価⇔高級）へ
の対応

• カントリーリスク、クロス
ボーダーリスクは、事業等
のリスクでは言及している
ものの、⾃社特有の掘り下
げの投資家との共有はこれ
からの課題



4.1バリューチェーンにおける影響力強化、
事業ポジションの改善



4.経営資源・無形資産等の確保・強化



4.ESG・グローバルな社会課題（SDGs
等）の戦略への組込

• CSRには従来から積極的
に取り組んできたが、⾃
社の企業価値向上との関
連での整理と投資家との
共有がこれからの課題。



4.経営資源・資本配分（キャピタル・ア
ロケーション）戦略

•社内での業績管理が利益実額・成⻑率が中⼼となっており、
ROICなどの投資効果の観点が不足している。

•祖業の製粉事業が国内No.1ということで、従来から経営資源の
配分が全方位的になりがち。個別のM&A案件などの検討に際し
ては投資効率や成⻑性の観点から、投資額等（経営資源の配
分）が適切かどうか検討するが基本ポリシーがないため場当た
り的となりがち。

•成⻑分野への重点的な経営資源の配分について、より一層意識
した経営が課題。



【参考】事業等のリスク



5.1財務パフォーマンス

•利益、ROE、EPSいずれも順調に
成⻑している。



5.2戦略の進捗を示す独自KPIの設定
5.3企業価値創造と独自KPIの接続による価値創造設計
5.5企業価値創造の達成度評価

•当期を最終年度とする中期経営計画では、売上高・営業利益・
EPSの達成目標を掲げていた。

•コロナの影響により当期での達成はかなわなかったが、コロナ
影響を除けば、ほぼ達成している認識であることを、決算説明
会で説明している。

•今後、事業をさらに拡大していく中、事業別のROICやEVAなど
の⾃社の戦略に合致した独⾃KPIの設定と進捗管理が課題とな
る。



5.資本コストに対する認識

•資本コストを上回る
ROEを維持している
ことを明記。



6 ガバナンス



価値創造プロセスに関する自社認識の課題

•⾃社の価値創造プロセスについて、⾃社内での取り扱いや社外
への発信が、全体として総花的で、マテリアリティを十分に考
慮できていない。

•古くからCSRに取り組んできていることから、企業としての責
任の意識が強く、ESGという切り口で⾃社の企業価値向上にイ
ンパクトがあるという説明を外部へ発信できていない。

•統合報告書などにおける外部への発信は「取り組んできたこ
と」が中⼼で、将来的に取り組むことについて具体的な説明が
少ない。


